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学術文献における情報構造1

一．．t一一 d要語句の自動抽出について一．．．．．．．一

前田 隆逢膏　　語兆内佳雄聾菅　　沢　ネ寸

　（昭和52年12月28日受理）

涛骨

Information　Structure　of　Scientifie　Pocuments　1

　－On　an　Automatic　Extraction　of　Significant　Phrases一

Takashi　MAEDA，　Yoshio　MoMoucHI　and　Hajime　SAi」vAMuRA

　　　　　　　　　　　　（Received　December　28，　1977）

Abstraet

　　In　this　paper，　we　have　presented　an　automatic　method　for　extracting　significant　phrases

in　the　Titles　and　Abstracts　of　scientific　clocuments．　The　method　is　based　on　the　connection

with　a　manner　of　representing　document　information　from　a　view　point　of　hierarchical　semantic

structure　analysis　and　a　method　of　text　structural　analysis　of　the　Abstract．

　　Experiments　were　macle　on　5　sets　of　scientific　documents　in　the　A．1．　research　area，　using

a　relatively　small　dictionary　consisting　of　eliminable　words　and　some　selected　concepts　foliowing

the　knowledges　about　the　research　area　and　its　description　language．　The　results　show　that

significant　phrases　are　effectively　extracted　in　all　cases　and　their　numbers　for　each　document

and　the　processing　time　are　fairly　satisfactory．

1． ま　え　が　き

　文献情報検索システムを構成し，これを効率的に維持・運営していく．．．．．ヒで基本的に重要な問題

の・一つは，増加の一一途を辿る原情報をいかに簡潔かつ能率的にその内部表現に変換・畝積するか

という問題である。我々はこれまで学術文献（論文）の抄録を主な二丁源とする文献の情報化表

現を提案し1），これに基づく文献情報検索システムを構成してきた2）。文献情報には種々のレベ

ルを考えることができるが3），ここではとくに抄録が持っている次のような特徴を基．礎とした情

報化表現を採用している。

　（1）　その研究の主要な内容（目的・方法・綿：｛果・結論など）を簡潔に袈現している。

　　（2）　最近ではほとんどの文献が著者による報知的な抄録をつけている。

　（3）　抄録と標題は文献内容の表現として相補的な場合がある。

　　さらに処理対象として技術的には次の点をとりあげることができる。

　（4）あまり長くない（ふつう欧文で300語以内）。

　（5）　抄録の四文は抄録に特有の文章表現が顕著にみられる。

　（6）　各々の表現形態は各文の抄録における構成上の役割（川町旨）を理解する乎がかりとなる。
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　ここでは（6）での役割として（1）を考慮して①主題②方法，③結果，④結論の四つを

とり4），この役割とこれに対応する文における重要語句の対によって，その文献を表現するもの

とする。そこで問題は抄録の漏話に対するこの役割の同定およびその文における重要語句の抽出

の方法となるQ本稿では主として，抄録文における重要語句の抽出方法およびこの方法による計

算機実験について取り扱う。

　文献内容に関する手がかりとしての重要語あるいはキー・ワードの割り当ては「索引づけ」

（lndexing）とよぼれ，伝統的かつ経験的な図書の索引法，主として語の生起頻度などに基づく統

計的方法，さらに自然言語処理とも関連する言語学的方法などの種々の方法によって研究されて

きている。しかしこれらのほとんどは計算時悶とメモリー，実用性や索引の質などの点でいずれ

も不充分な結果に終っているとされ，これに対して文献抄録を対象とし（主として上記（2），（4）

を根拠として），語用論的知識を盛り込んだ大規模な辞書を用いた自動索引の研究が精力的に進

められている5・の○

　本稿においては，文献における重要語句はその学聞分野によって異なり得ることを考慮して，

対象分野を定め，そこにおける重要語句を抽嵩ずる方法を考察する。まず一定の言語的知識およ

び対象分野に関する知識を用いて，比較的小規模な辞書を構成する。次にこの辞書を参照しつ

つ，重要な概念は名詞句化することを考慮して，抄録文から名詞句を抽出する。抄録は単なる文

の集合ではなく，テキストとしての構造7）を持っており，この情報を利用して名詞句からさらに

重要なものを選定することがでぎる。この際上記（3）により標題からの勝報を援用する。重要

語抽出に照して対象分野（領域）を考慮して統計的手法を適用した研究が，日本語文献に対して

なされているが9），本稿で用いるテキスト分析的手法はいわゆる構文論的および意味論的処理の

いわばマクロなアプローチとして重要であると考えられる。

2．名詞句の抽出

　2．1全体の概要
　本稿での実験に用いた文献データは図！に示すように，（！）文献番号と標題，（2）著者名，

（3）雑誌名，巻，発行年，（4）抄録，（5）著者によるキー・ワード（つけられている場合）の5

種類のカード群がらなっており，抄録はさらに回文ごとに識別できるようになっている。名詞句

抽出のため処理される対象は標題と抄録文であり，著者によるキー・ワードはリストアップされ

て，後で比較のために用いられる。これらの処理プロセスの概要を図2に示す。

　2．2　単語ストリングの抽出

　処理単位は標題は全体，抄録は解文ごとであり，それぞれカードーヒの第6カラム，第7カラム

（1）

｛2）

（3）

（4｝

（5）

7323　SYSTEM　ORGANIZATIOi・JS　FOR　SPEECH　UNDERSTANDIN（］：　IMPLICATIONS　OF　NETWORK　AND
　　MULTIPRO（：ESSOR　（：OMPUTER　AR（二H［TE（＝TURES　FOR　㊤A【
L．　D・　FRMAN，　R．　D．　FtNNヒLL，　〉。　R。　LESSER　AND　D．　R．　RピDDY

sc　IJCAI，3，1973
COOI）　THIS　PAF）ER　COiN・f）IDFIF（S　Vi｛RIOUS　FACTORS　AFFEcTING　SYSrEM　ORGANIZAIION　FOR
　　　EF）EflCH　VN［　EJF“STANf，）ING　RESF．ARCH，
（002）　THE　S“tuCluRE　t）F　rHE　HtiARsAy　sysTEtv1　BsXsED　oN　A　sET　oF　CooPERATING，

　　　INDEPENDENT　pl｛OCEb’E）F．S　JSIt“G　THE　HYPOIHEslZE－A：vD－TEST　PARADIGM　IS
　　　PRESEN丁ED，
（003）　DESIGN　（：Ol・｛SIDEFくA丁iON5　FoR　THE　EFFE（；「lvE　USE　（）F　MUL丁IPRO（：ESSOR　AND　NETwORK
　　　AftCHITEC’fuREs．　IN　sPEECii　．u［sDEF？sTANDING　SySTEbris　ARF一　PREsENTE’D：　CONTROL　OF
　　　PROCESSES’　DJTERPrK）（IESS　（：Oi♂1卜1U“・ll（：ATIOIg　AND　〔）八τA　SHARING，　RESOUR（二ε

　　　ALLO（：ATiONg　AND　DEI3UGG【NG　ARE，　DIS（二USSEDし
Ae　spEECH　RECoGtsllTIOfi，　sF）EECH　vNDERsTANDIN6，　sysTEhd　oicGANIzATIoN，　NET’tioRKs，
／lt　r－uLT！pRoCESSoRS，　PARALLFL　PROCEsslEsuG，　REAL’TltnE　SYSTEMS，　HARDwARE　FoR　AI，
／，e　SOFT“，ARE　F’oR　AI，

　　　　　　　　　　　　　図1　文献データ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図2　名詞句抽出の概要

三野のストリング列である。単語ストリングのデリミター（区切り記号）としては「空白」の他

いおゆる特殊記号をとる。倶し，引用符（▼），コンマ（，），ハイフン（…），アスタリスク（＊）

はその直後の一文字を参照して実際の区切りとするかどうかを判定して処理する。数式あるいは

これに準じた表式はデータ作成の段階でこれを識別する記号（｝f．一）をそう目しておき処理上は除

去することにし，また数字だけからなるストリングも除去することにしたQさらに圃有名詞（人

名，装置・システム名など）の一丁目ついてもやはり識別子（＠）を入れ（図1における標題の

末尾0）▼（ψAI▼び）＠），識別子の次からのストリングの末尾にL（ψ▼なる紀号列を結合し，通

常の単語ス1・リングと区別できるようにした。これは後述の辞蕉1：ひきや語尾処理で識別される必

要があるからである。こうして摺＝lilされたストリングは単語として認定され，次のステップへと

引き渡される。

　2．3辞書の構成
　ここで用いる辞書は，まえがきでも述べたように対象分野および誉語的知識を前提として，有

用な名詞句撫1二｝のためのみの目的に対して構成されたものであって，①規模を大きくしない，②

新語へび）対処，などの理由から「除去語」を主体として次の三種類の語が登録されているQ

　（1）　無条件除去語……いわゆるストップ・ワード，動詞，副詞，一般的名詞など。

　（2）　選択的除去語・・…・形容詞および弱名詞の一部（他の語と結合したとき除去されない）。

　（3）　非除去語……・…・・後述の語羅チェックなどで変形もしくは除去されてはならない語。

　辞書項目の各々は図3に示すように，その卿…1の取り扱いのタイプ，すなわち除去，文脈的処

理，非除去などに応じたフラグがつけられており，処理はこれに従ってなされる。辞書項目にな

誌劉7烈づ繍蜘
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　！　　　　　l　　　　　l1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1　mu一“
1一’k＋

1・　“AJ
i

l　．．，A（］

1　”NP

け一F
　一一N

　一一v
　．．．　N　（’］

　．．，NN

1，　116

　　2

　326

　66
　683

　　4

　26
　47
　！9

　　9

2，　298

　　説　　　　　　　　明

除去語（一は空白，一は省略を示す）

AND，　OR（2．5末尾参照）

（2）の形容詞

（2）のING形
（2）の弱名詞

（2）の弱名詞（7の役割も果す）

妾離翻：隷1榊使脳

ING形で撫立的な語
自立白勺名冷4

52，12．22　葦見イ主

図3　辞＝潜の構成要素
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膏卦斎斎曇耗曇・畳砦X．L“te　il斎tt砦祥N＋et斉蒼斎曇Vli廿N・bl．　ee膏f＋茶eSle　te

WOi’｛D　SELFCIION　DiCTIONARY　：　7－1，12，2i
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ALPHABETICAL　：
NF）　OOOO　ABBREVIATION
　　OOO6　ABIL！TY
　　OOO3　ABOVE
NP　OOOO　ABSTRACT
　　OOOO　　A⊂（＝ELEトくATE

NP　OOO5　ACCESS
　　OOOO　ACCOMPANY
　　OOOO　ACCORD
NP　OOO2　ACCURACY
AJ　OOOO　AcCUEATIVE
　　OOOO　ACHIEVEMENT
　　eooo　AcQu！RE
　　OOO3　Xi．CT

　　OOOO　ACTIVATE
NP　OOOO　ACTIVITY
AJ　OOOO　ACUTE
　　OOO2　ADAPT
AJ　OOOI　ADAPTIVE
　　OOOS　ADDITION
　　OeOl　ADDRESS

　　　　図4

AJ　OOOO　AbDUCTIVE
　OOIS　AtiOVT
AJ　OOOI　ASSOLUTE
NP　OOO3　ABSTRACTIObl
　OGO2　　A（二（＝EPT

　eooo　ACcofmuoDATE
　oooo　AccotvapLlsH
　OOO3　ACCOUNT
AJ　OOOO　ACCURATE
　OOO3　ACHIEvE
AJ　OOO4　　A⊂OUS丁IC

NP　OOOO　ACQUISITION
NP　OOO7　ACTION
NP　OOOO　ACTIVAT！ON
NP　OOOO　ACTUAToR
AJ　OOOO　ACYCLIC
NP　OOOO　ADAPTABILITY
　OOOO　Aし）D
　OOOO　ADDITIVE
AG　OOOO　ADDRESSING

BY　FVNCTION　AND　FREQUENCY　：
Oう99　THE
O2LF4　TO
O201　IS
OO99　ARE
OO84　THIS
OOBI　AS
OO72　　W正TH

OO62　BE
OO49　CAN
OQ44　　丁HEsε

0033　USE
OO29　SOME
OO26　　昌EEN
OO20　　 1N丁O

OO19　ONE
OO18　HAVE
OO16　WE
OOユ4　　MORE

OO13　ABOUT
OO13　MANY

辞書内容の一部（AI－1－6処理後，数字は参照された頻度を表わす）

い単語は，次に語尾チェックが行なわれる。辞書の内容の…一部を図4に示す。

　2．4　語尾処理と正規化

0う09　QF
O214　IN
O132　FOR
OOB8　THAT
OO83　WHICH
OO7う　by
OO66　AN
OO52　IT
OO49　ON
OO35　FRObtt
OO30　ITS
OO28　HAS
OO26　TWO
OO20　NEW
OO19　SVCH
OOI6　AT
OO1う　　ALSO

OOILL　WILL
OO13　HoW
OO13　NOT

　語尾チェックを受けていない段階で辞書になかった単語ストリングは，語尾が次の各文字であ

るとき，対応した処理がなされる。なおこれらの語尾を持つ語で処理されてはならない単語は識

別されるか，辞書に登録されていなけれぽならない。

　（！）　ワS▼……名詞の複数形あるいは「三二現」のS（ないしはES）とみなされ，正規化の処

　　　　理が行なわれる。正規化された単語ストリングは再び辞書ひきにまわされる。この処理

　　　　は一一度だけ行なわれる。

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

▽Y▼……LLY▼形（の副詞）であるとき除去語とみなされる。

℃▼，TR▼……LING▼形（の現在分詞形），　LER　7形（比較級）であるとき，さらにこ

のストリングの中にハイフン▼」を含めば弱名詞，含まなければ除去語とみなされる。

「DT，▼N▼……▼一ED▼形，▼一EN▼形（の過去分詞形）であるとき，さらにハイフンを

慰めば形容詞，含まなけれぽ除去語とみなされる。

▼L▼，▼CT，▼T▼……それぞれLAL▼弄多あるいは▼一FUL▼形，▼一IC▽形，　LEST▼形

（の形容詞）であるとき，（4）と同じ処理。

▼E▼……①LBL£▼形，▼IVE▼形（の形容詞）であるとき（4）と同じ。

　　　②T－LIKE▼形，　LTYPE▼形のとき，形容詞とみなされる。

　一ヒ記にあてはまらない単語ストリングは自立的名詞として扱われる。

　2．5名詞句の構成

　原データから抽出された単語ストリングは辞書ひきおよび対応する語尾チェック，さらに必要

に応じて再度の辞書ひき等の処理を受けた時点で，結局次の四種類のいずれかに分類されること

になる。

　①除去語（D），②形容詞系（A），③弱名詞系（P），④自立的名詞系（N）。

　ここで構成する「名詞句」というのは，処理の技術的観点からみるならぽ，「記号ストリング

列（1枚のカードからなるのではなく，1つの文全体を構成している記号列）を王の除去語およ

び単独生起の形容詞系ないしは弱名詞系の単語ストリングをデリミターとして区切った部分スト

リングである」ということになる。但し形容詞系は後続部分ストリングに対して文脈的取り扱い
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を受けるものとする。すなわち，上の記号を用いて形式的には次のように表現することがでぎ

る。ここで各々のタイプの単語ストリングは複数回生起してよく，PとNは互いに交じり合っ

てもよいとする。

　（1）　A十P十N　（P，Nのいずれか一方は空であってもよい）

　（2）　P＋N　（Pは空であってもよい）

　尚，（1）の形式において，例えば次のような処理が行なわれる○

　原データ：▼…syntactic，　semalltic　and　pragmatic　information　of…▼

　抽ほ1名詞句：▼syntactic　information▼，▼sぞmantic　informatlon▼，▼pragmatic　information▼。

3．　重要語句の選定

　3．1　抄録のテキスト構造

き；認嵩£響灘翫娩、趨1標lllllllllllllll｝ll∫ll∫li　Ll乞1［1ピlll冤1

繊一・果してい・役廻1（機能）およびその伽の下　1…tttt－tttttttt　ttttttt．一＿一↓．…

でそ破給んでい・鵬（重要語旬）の継よ・A！y．　　。　工

　抄録のこのようなテキスト構造にもとつく，文献　｛…董聾滋リ選是…l　　　　　　i

響灘得・プーは一・う・c　12（一　一20す髄讐　コ

図・において，A－Bの削・いわぽ意賄艇　　螂⊥．⊥、

理で励。獣字通り敵論・拠理とな・てい・　　1轍囎，記

縞嚇騰総論驚禾撒　llTllU［二1
・・2媚結合・反繍　　　　　　　1糊撚酬
　テキス1・における各文の問グ）関係を示すr手がか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5情報化表現のフT＝　一
り」　（インジケータなどとよぼれる）　には種々のタ

イプが考えられるが，概念を表わす語の反復による結合，すなわち反復型の結合が非常に重要で

テキス1・構造の実質的な担い手と考えられている7）。文献7）では納本語について述べているが，

この点は英語においても同様であると考えられるので，そのまま援用することにする。

　語の反復には次の三つのレベルが考えられている。

　　レベル　！：同一の語句の反復。

　　レベル！．5：レベル！に加えて，語句の構成要素の一一部の反復○

　　レベル　2：意味論的に関連する語句，すなわち同義・類義・内包・外延・対義関係のいわ

　　　　　　　　ぽシソーラス的関係のある語彙要素の反復を含むQ

　これに対して本稿では，①反復語を名詞に限らない，②言吾句の構成要素の反復には，その要

素ストリングを先頭から含む場合のみを取り扱う，という方法をとる。また反復の範闘をその文

から抽出した名詞句の列の曲半部分とする。すなわち各文はその名詞句の列の前半部分におい

て，先行する文から「既知」（主題，Topic）を受けとり，後半部分でr新知」（解説，　Comment）

をつけ加え，後続する文へとひきつぐ7）と仮定する。
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　3．3　重要語句の選定

　抽出された名詞句の集合から重要語句を選定する方法は上で述べた，概念的に文間結合を担っ

ている語句，すなわち反復語をその構成要素として含む名詞句をその抄録における重要語句とす

る。さらに標題との相関をとり，文間結合の反復語にない語が同時生起しているならばこれを上

の反復語と同様に扱い，標題による重要語句の補充に用いることにする。

　以王述べてきた方法による実験結果の一部について検討する。対象とした分野は情報科学の中

でとくに人工知能研究を中心とする，次の5種類のデータ群である。

（D　IJCAI　69・・・…Proceedings　of　lnternational　Joint　Conference　on　Artificial　lntelligence，

　　　　　　　　　舞醇1　［亘1　（1969イド）

②IJCAI　71……同上，第2回（1，971年）

③IJCAI　73……同上，第3［画（1973年）

④AI－1－6………Artificia11ntelligence　VoL！（！97！年）～Vol．6（！976年）

⑥J．ACM　75…Journal　of　the　Association　for　Computing　Machinery　VoL　22（1975年）

　表1に示すように，文献総数346件に対して，抄録文数は平均5，0，語数は平均！08である

が，それぞれ文数！から12，表にはないが語数は13から300と比較的ばらついている。処理対

象としての長さは一応適当な範囲に入っているとみなしてよいと考えられる。

　文献データに対する処理は文献ごとになされ，図1のデータに対する結果の一部が図6に示さ

れている。（1）は標題と標題から抽出された名詞句が1か日5まで出力されている。（2）は抄録

文3個に対する処理結果であり，計10個の名詞句，＜WORD　PROJECTION＞は反復語を示

し，002においては1のSYSTEMが反復していること，003においては1のSPEECH，　UN－

DERSTANDING，　SYSTEMが，2のSYSTEMがそれぞれ反復していることを表わしている。

（3）は著者がつけておいた重要語句，（4）は（2）の名詞句の異なり語を集め（この場合は全部

が異なり語で頻度も等しく1である），（5）は反復語の異なり語を集め（この場合はSYSTEM

が3回生起している），それぞれアルファベット順にソートして出力してある。（6）は標題にお

ける名詞句に現われる異なり語のうち抄録にも生起する語を出力しており，相関をみている。

（7）は本稿における方法によって，（4）の中から選定された重要語句である。標題による補充が

表1女献データ群の統計

璽r「二㌃召群111鯉6gllJ9塑いJCA・73
蝋球趣。．雨）｛
平均文数　（最大；最小）1

繍｛騰溜

AI＋6　i」．　A・M・5、［計（平均）など

　　　　　　　63　　　（12）［　　65　　　（16）

　5，7（ユ．0：　1）　　4．8（11：1）

　5！3　　（8，1）i　545　　（8．4）

7・・915（125・　6）16・905（！06・　2）

g”g”””i’ih’5’1’　’g15一一一CI’S’i’””，　565’i／［’nt，一一”’（1’i一，）

　4，5　（9：　1）1　5．0（！0：　1）1　5．4（12：　1）ll　5．0（12：　1）

課；：躍陥；、翻1：；li…、1：瓢1：gi

表2抽出語句等に関する統計

　　ヒー～一…．．．．．t、データ群i

語数（番号　　　　　［　　　　　　　　　　　IJCAI　69　1　IJCAI　71
盗屡；．◎磁亥寸塑．tt．

（！）標　題（平均）

（4）抄　録（平均）

（7）重要語句（平均）

（3）著者選定（平均）
　　単純生起名詞句（8）

　　　　　　　（平均）
（5）　反　復　語（平均）

　　　　I
IJCAI　73　I　AH－6　ii　」・　ACM　75…，計（平均）など

1！7　（L　9）

720（！1．　4）

388　（6．2）

89　（6．2）

4！8　（7．4）

210　（3．　3）

　133　（L．O）

　635　（9．　．　8）

　303　（4．　7）1
　94　（5．　9）

　333　（5．1）

　149　（2．3）

！70　（2．0）

772　（9．！）

404　（4．　8）　1

214　（6．5）　i

39．　8　（4．　7）

187　（2．2）

！73　（2．！）

836（10．　1）

454　（5．　5）

　4　（4．　0）

470　（5．7）

2　？“　4　（2．　7）

94　（1．　9）

482　（9．　．　6）

288　（5．　8）

．？．68　（5．4）

294　（5a　9）

140　（2．8）

　687　（2，0）

3，　445（10，　O）

1，　837　（5，　3）

　669　（6，0）

1，913　（5，5）

　910　（2．6＞



7 岸：揮f＝文南山こおける’1青馬受構造 115

（1）． 7323 SYSTEM　ORGANIZATIoNs　FOR　spEEcH　uNDERSTAraDING：
MULTIPRO（：ESSOR　（＝OMPUTER　AR（二HITE（二TURES　FOR　eA1

　　　1　SYSTEM　ORGANIZATION　2
　　3　NETWORK　tF　　　5　Al　一・　C“

i卜1PL［（二ATIoNS　OF　NETWORK　AND

SPEECH　UNDERSTANDING
MULTIPROCESSOR　COMPUTER ARCHITECTURE

AUTHOR　：　L，　D．　ERMAN，　R．　D，　FENNELL，　V，　R，　L［SSER　AND　D，　R．　REDDY

〈2）

（3）

｛4）

（5｝

（6）

（7）

（8）

OOI

002

003

1　SYSTEM　ORGANIZATION

　3　HEARSAY　SYsTEM

〈　WORD　PROJECTION　＞
　　1　　　　1　：　SYS丁EM

　S　MULT；PROCESSOR
　7　SPEECH　UNDERsTANDING　SYsTEM
　9　RESOURCE　ALLOCATrON

〈　WORD　PROJECTION　〉
1

2
1　：　SPEECH
1　：　SYSTEM

KEy・一PHRASE　SET
　　　　　　　1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　6

　　　　　　　7

　　　　　　　8

　　　　　　　9

ABSTRACT
　　　　　　　工

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　6

　　　　　　　7

　　　　　　　8

　　　　　　　9

　　　　　　10

pHRASE

P’ROJECTION
　　　　　　　1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

工

1
ユ

1

1
1

1
1

1
i

WORD
　　ユ

　　3

　　1

2　SPEECH　UNDERSTANDING

4　HYPOTHESIZE一一AND－TEST　PARADIGM

　6

　8

10

1　：　UNDERSTANDING

BY　AUTHOR　：
　SPEECH　RECOGN！TION
　SPEECH　UNDERSTANDING
　SYSTEM　ORGANIZATION
　NETWORKS
　MULTIPROCESSORS
　PARALLEL　PROCESSING
　REAL－TIME　SYSTEMS
　HARDWARE　FOR　AI
　SOFTWARE　FOR　AI

SET　；

DA丁A　SHARING
DEBUGGING
HEARSAY　SYSTEM
HYPOTHESIZE－AND一一TEST
MULTIPROCESSOR
NETWORK　ARC卜｛1丁E（：TURE

RESOURCE　ALLOCATION
SPEECH　UNDERSTANDING
SPEECH　UNDERSTANDING
SYSTEM　ORGANIZATION

SET　：
SPEECH
SYSTEM
UNDERSTANDING

TlTLE　三　ABSTRA⊂丁　CQRRELATION　言

　　　SYSTEM
　　　NεTWORK
”　T／A　RATIO ：　7！　9　pt　77．77　orn

PARADIGM

sYsTErn

NE丁WORK　AR（：目【TE（丁URE

DATA　SHARING
DEBUGGING

ORGANIZATtON
MULTIPROCESSOR

1　：　SYSTEM

SPEECH
ARCHITECTURE
UNDERSTANDING

　　　　　PROJECTED　PHRASE　SET　：
　　　　　　　　　　　　　1　　HEARsA∀　SYS丁EM

　　　　　　　　　　　　　2　SPEECH　UNDERSTANDiNG
　　　　　　　　　　　　　3　　SPEECH　UNDERSTANDING　SYS丁EM
　　　　　　　　　　　　　4　SYSTEM　ORGANIZATION

　　　　　　　　　一　cOMPLIMENTAL　pHRAsES　By　TITLE　：

　　　　　　　　　　　　　5　NETWORK　ARCHITECTURE
　　　　　　　　　　　　　6　MULTI．PROCESSOR

　　　　　PHRASE　sELE（二TION　BY　slMPLE　ITERATIVE　WORDS　；

　　　　　　　　　　　　　1　HEARSAY　SYSTEM
　　　　　　　　　　　　　2　SPEECH　UNDERSTANDING
　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　SPEE（二H　UNDERSTANDING　SYSTE卜1

　　　　　　　　　　　　　4　SYSTEM　ORGAN！ZATION

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6　図1のデータに対する処理結果の一部

2個の場合である。（8）は抄録の名詞句の巾で，単純に複数回生起した語を含む名詞句で，この

例の場合は，標題による補充を除いて本稿での結果と同じものとなっている。以上の結果のう

ち，（1），（3），（4），（5），（7），（8）および総i：i＝i現単語，さらに（3）の構成要素から，2．3で

述べた辞書における除去語以外の語の8種類のデ「一タは，対応するファイルに頻度を加算して書
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き加え（変え）られる。

　抽出された名詞句，重要語句などに関する統計を表2に示す。表2および処理結果の観察から

概ね次のようなことがいえる。

　（i）　標題からの抽出数は平均2／1置1であり，標題における名詞句の約80％が1～2語から成っ

　　　ていることを考慮すると，文献内容の表現としてはやや情報不足である。

　（ii）抄録全体からの抽往tは平均10個であり，著者によるものの！．5倍以一1二となっている。

　（iii）本稿での方法による重要語数は5．3個であり，著者によるものとほぼ同数であって平均

　　　にはよい結果を示している○内容的にも図6にみるように，重要な概念に関連する語句

　　　は選定（補充）　されているとみなし得ると思われる。補充された語句は平均1個であ

　　　る。図7にファイルに書き込まれた重要語句を頻度順（FRCYは文献あたりの，　SFRC

　　　は単純な頻度をそれぞれ表わしている）およびアルファベット順にソートして出力した

　　　ものの最初の25語句が示されているQ（AI－1－6の場合）

　（iv）抽出された名詞句の構成要素における単純な複数回生起評1を含む名詞句も平均して5．5個

　　　であるが，標題とは無関係にとっているので，抄録の書かれ方，とくに一つの文で繰り返し

　　　生起する語がある場合などによる影響をより受けやすい特性を持っていると考えられる。

　（v）　反復語は平均2．6個であり，図6の例においてもみられるように，一応その文献のキー

　　　的な概念の構成要素となり得る語が，文問において反復使用されていると考えられる。

　　　その意味で本稿における方法の妥当性の一つの根拠をも示しているとみてよいであろう。

　　　図8に，アルファベット順，頻度順（FISは文献あたり，　FITは単純な頻度）にソート

　　　したものの最初の25語を示す。（AI－1－6の場合）

　3，4　重要語句間の関連と語藁調査

　本稿における重要語句抽出は一定の言語的および対象分野に関する知識を利用して，対象分野

が限られていることもあるが，わずか2，300語ぐらいの辞書によって，比較的よい抽出が行なわれ

ていることを示してきた。処理時間は8種類の直接編成ファイルへのアクセスをも努めて，1文

KEY一・PHRASES　SET　：　A，1，　1－6　：　BY　PROJ，　WORD　一　FRts，

NO　FRCY　SFRC　PHRASE

1

2

3
4

S

6

7

8

9

エ0

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

14
7

6

6

5

5

3
3
．3

3

3

3
3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

14　PROGRAM
7　ALGORITHM
6　　HヒURIST！CS

6　sEARCH
b　KNOWLEDGE
S　LANGUAGF－
6

s

4

3

3

3
3

6

4

4
t十

4

3

．3

．3

3

3

3

2

（a）

ARTEFI（：［AL　【NTELし匡GEIN（二E

HヒURIS丁1（＝　SEARCH

COMPUTER　PROGRAM
（しAUSE
GRAPH
RヒPRESENTATION
RESOLVTION
AUTOMATIC　THEOREM　PROVING
LINEAR　Rヒ＄OしじTION

PREDICATE　CALCULUS
PROE　LEM　SOLV！NG
sEARC卜｛　ALGORITHM

LINE　DRAWIN6
NATURAL　LANGUAGE
F）LANE　GEo卜1ETRY

PRoBLEM－SOLVING　PROGftArtl
pKoGRAMtn　i　i　G

sEARCH　SPACE
LEARNING

頻度順

　　　　　　　　図7

一　SE　tst　，

NO　PHRASE

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

11
12
13
14
15
16
17
18
ユ9

20
21
22
23
24
2S

77，12，22

A－ORDERED　RF－SOLUTION
ABSTRACTiON　SPACE
A8STRACTION　SPACE　HIERARCHY
ACOUSTIC　ANALYSTS
ACOUSTI（二　DATA

ADAPTIVE－CONTROL　PROCEDURE
ALGORI丁HM
ALGORITHMIC　KNOWLEDGE
ALGOR至THMI⊂　5丁RUCTURE
ALGORITHM！C　wORLD　KNOyvLEDGE
ALPHA－8ETA　PROCEDURE
AしPHA－BETA　TE（二HトヨIQVE
ANtALOGY

ANALYTJC　M，ETHOD
ANAP｝｛ORIc　INFLRENcE　pRoBLEM
ANf）／OR　CRAPH

ANDIOR　SEARCH　TREE
ARRAY
ARTrFICIAL　INTELLIGENCE
ARTIFICIAL　INTELLSGENCE　PROBtEM
ARTIFI（：王Aし　PAトくANOIA

ASSEMBLY　Y，ANIPULATION
ASSOclATION　MLASURE
AUGMENTED　RECURSIvE　TRANSITIoN　NETwORK　PARSER
AU丁OMATED　GENヒRATION

　　（b）　アルファベット順

重要語句の一部
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PROJECTIONAL　WORDS　SET　OF　THE　A，1．　1－6

NO

　1

　2
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　4
　う

　6
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　8

　9
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i1
12
13
1ら

IS
16
17
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工9

20
21
22
23
24
2う

WORD

ABSTRAcTION
ACOUSTIC
ALGORI丁HM
ALGORITHts11C
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ARRAY
ARTIFICIAL
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（二HROMOSOME
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FIS
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9
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2

1

i
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1
1

工

1
2

i

1

ユ
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2
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アルファベット順

F／T
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0050
0008
0080
0073
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0070
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0016
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　4
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　3

　3

t3
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2

2
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　　（b）　頻度櫃
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図8反復語の．一一部
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LANGUAGE　PROCESSrNG　SYSTEM
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LANGUAGE
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図9KWII）の一都

献あたり1秒弱の短い時「：絹で処丑i；1されている。個々の文献についてのこのような処理とその分析

と同時に，対象分野おける基本的な語彙に関する調査・分析も重要である。そこで抽繊された名

詞句についてその構成要素となっている語ごとに，その語が名詞句の中でどのような部分におい

てどのような意味あいで使われているかをみるために，KW王CにならってKWIP（Key　Word

I．n　2hrases）ともいうべきものを構成した。図gにその一部を示すが，このような調査は重要語

句間の関連性，すなわちシソーラス的関遮の分析，およびその自動構成U）への応用などにとって

も重要な課題である。
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4．　あ　と　が　き

　学術文献の情報化表現およびその自動化について，本稿ではとくに抄録における重要語句の自

動抽出の問題を取り扱い，対象分野および一定の言語的知識を利用した小親模な辞書にもとづ

き，さらにテキスト分析的手法を応用した方法を考察してきた。実験結果は数量的に一応満足さ

れる程度の重要語句の抽臨がみられ，抄録と標題そのものからの自動的抽嵐方法としては，内容

的にも良好な結果を与えていることを示している。一方，抄録について1．でみたような共通的

な特徴がある反面，必ずしも統一的な形式にのっとって書かれているわけではないので，特殊な

形式をもつ文献に対する対策を考えなければならない。この問題についてはまだあまり研究され

ていないが，対象分野に関する知識を援用する方法，すなわちいわゆるシソーラス的知識の応用

の方向がある。本稿での考察・実験等を通じて，学術文献における情報構造，その主要な担い手

である反復語，これをキーとする重要語句およびこれらの間の諸関係などを一層深く分析・検討

していくための貴重なデータを収集・集積することができた。

　最後に，H頃種々の点でご助言をいただく本学部情報数理工学第一講座河口至商教授に深く感

謝致します。本稿における実験は北大大型計算機センターFACOM　230－75により，主として

PLII言語によって計算されたが，この問プPグラム作成やファイル利用などに関して長田博泰

氏，相良勧氏，またとくにSORT／MERGEプログラム等に関して貝田辰雄氏らのセンター関係

者に多大のご援助をいただいた。ここに記して厚く感謝の意を表します。
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